
も
そ
こ
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
味
気
な
さ
を
感
じ
て
い
る
の
は
筆
者

だ
け
で
あ
ろ
う
か
。

第
三
章
は
、
ブ
ロ
カ
中
枢
の
今
日
的
意
義
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い

る
。
最
近
は
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
な
ど
に
よ
り
、
生
存
中
に
患
者

の
脳
の
局
在
機
能
を
画
像
で
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
ブ
ロ

カ
の
時
代
に
は
想
像
も
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
ブ
ロ

カ
中
枢
は
左
前
頭
葉
に
あ
る
。
右
前
頭
葉
の
同
部
は
一
体
何
を
し
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
筆
者
の
年
来
の
疑
問
で
あ
る
。

最
後
の
ブ
ロ
カ
の
業
績
一
覧
は
完
備
し
て
い
て
、
幅
広
い
専
門
家
で

あ
る
彼
の
側
面
が
う
か
が
え
る
。
デ
ュ
シ
ェ
ン
ヌ
に
先
が
け
て
デ
ュ
シ

ェ
ン
ヌ
型
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
報
告
（
一
八
五
一
）
を
し
て
い
る
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
論
文
も
あ
る
。
「
肉
眼
で
判
ら
な
い
こ
と
は
顕
微
鏡

で
見
て
も
な
か
な
か
判
ら
な
い
」
な
ど
、
本
書
は
単
に
ブ
ロ
カ
の
紹
介

だ
け
で
な
く
、
著
者
の
思
想
が
に
じ
み
で
て
い
て
面
白
い
。

本
書
は
前
二
言
と
同
様
、
読
む
人
そ
れ
ぞ
れ
に
新
し
い
問
題
点
を
み

つ
け
る
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
よ
う
。

（
古
川
哲
雄
）

〔
東
京
大
学
出
版
会
・
東
京
都
文
京
区
本
郷
七
’
三
ｌ
一
東
大
構
内
、
電
話

○
三
’
三
八
二
’
八
八
一
四
、
一
九
九
二
年
五
月
刊
、
Ａ
五
判
、
三
○

三
頁
、
五
一
五
○
円
（
税
と
も
）
〕

『
安
藤
昌
益
と
三
浦
梅
園
」
と
い
う
、
江
戸
末
期
、
と
も
に
ほ
ぼ
同
じ

和
田
耕
作
著
「
安
藤
昌
益
と
三
浦
梅
園
」

時
代
を
生
き
た
、
独
創
的
な
哲
学
・
思
想
家
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。

こ
の
両
者
の
思
想
的
内
容
は
余
り
に
も
深
奥
な
も
の
が
あ
り
、
充
分
書

評
と
な
っ
て
い
る
か
危
倶
し
て
い
る
が
筆
者
に
と
っ
て
も
興
味
を
も
っ

て
い
る
人
物
で
あ
る
。

本
書
の
内
容
は
、
Ｉ
、
安
藤
昌
益
と
現
代
、
Ⅱ
、
陶
淵
明
と
安
藤
昌

益
、
Ⅲ
、
三
浦
梅
園
の
医
学
思
想
、
Ⅳ
、
贋
作
の
証
明
、
Ｖ
、
思
想
史

研
究
余
話
と
な
っ
て
い
る
が
、
書
評
と
し
て
の
性
質
上
、
主
に
１
１
Ⅳ

を
中
心
と
し
た
。

彼
等
が
生
き
た
時
代
は
、
こ
れ
よ
り
先
き
に
我
が
国
の
医
学
は
『
黄

帝
内
経
』
を
思
想
の
中
心
に
す
え
た
後
世
方
医
学
か
ら
、
儒
学
の
洗
礼

を
受
け
、
「
傷
寒
論
』
を
よ
り
処
と
し
た
『
古
方
医
学
』
に
変
換
し
て
い

た
頃
で
あ
る
。
著
者
は
昌
益
は
「
気
の
医
学
」
を
通
じ
て
「
黄
帝
内
経
」

に
そ
の
基
を
お
い
て
い
る
と
い
う
。
彼
の
提
唱
し
た
、
一
元
気
論
は
確

か
に
『
内
経
』
的
な
側
面
を
有
し
て
い
る
が
、
古
方
医
学
に
対
す
る
ほ

ど
で
は
な
い
に
し
ろ
、
「
此
の
害
を
も
っ
て
黄
帝
岐
伯
問
答
の
医
書
と
な

し
、
聖
知
を
以
て
民
の
病
苦
を
慈
ん
で
医
法
を
始
む
と
云
る
こ
と
偏
り

な
り
」
（
槁
・
自
・
四
）
、
「
三
部
九
候
」
「
三
陰
陽
」
「
十
二
府
臓
経
絡
」

な
ど
三
言
の
制
法
を
放
妄
の
医
論
と
い
い
（
刊
・
自
・
序
）
、
さ
ら
に
運

気
論
な
ど
十
干
十
二
支
に
よ
る
も
の
は
「
皆
な
十
二
言
を
以
て
運
気
病

論
治
す
。
故
に
皆
な
失
れ
り
」
（
統
・
人
倫
巻
）
と
も
い
っ
て
い
る
こ
と

を
付
加
し
て
お
く
。

彼
の
生
涯
は
最
近
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
そ
の
全
貌
を
あ
ら
わ
し
て
来
て

い
る
。
そ
の
主
張
の
中
心
は
土
で
あ
り
「
直
耕
の
人
」
ｌ
農
民
こ
そ
が

至
上
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
理
想
社
会
は
「
万
人
が
直
耕
す
る
社
会
」
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で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
自
然
哲
学
的
古
思
惟
が
従
来
強
調
さ
れ
て
き

て
い
た
が
、
近
頃
あ
い
つ
い
で
医
人
と
し
て
の
彼
の
業
績
に
ス
ポ
ッ
ト

が
当
て
ら
れ
て
き
た
。
彼
の
著
、
稿
本
『
自
然
直
営
道
」
は
百
一
巻
九

十
三
冊
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
現
在
で
は
そ
の
十
五
冊
が
残
っ
て
い
る

に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
そ
の
亡
供
し
た
題
名
を
見
る
と
彼
の
並
々
な
ら

ぬ
医
人
と
し
て
の
輝
き
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
曰
く
『
医
者
真
者
問

答
巻
』
『
古
医
法
妄
失
論
」
『
薬
性
記
』
お
よ
び
『
婦
人
門
病
論
』
な
ど

の
各
論
的
な
タ
イ
ト
ル
が
あ
る
・
有
名
な
龍
野
一
雄
氏
は
浅
田
宗
伯
『
方

函
』
の
な
か
に
、
「
安
肝
湯
（
安
藤
昌
益
伝
）
治
小
児
腹
膨
張
、
青
筋
出
、

皮
層
甲
錯
、
或
喜
唾
、
右
出
候
者
、
使
君
子
以
下
九
味
」
を
見
出
し
て

い
る
。
宗
伯
が
後
世
派
の
大
家
と
す
れ
ば
、
昌
益
の
よ
っ
て
き
た
立
場

も
わ
か
る
興
味
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
現
存
す
る
も
の
に
は
『
人

相
視
表
知
襄
巻
」
が
あ
る
。
な
か
に
八
気
配
当
表
と
も
い
う
べ
き
五
行

（
こ
こ
で
は
木
・
火
・
金
・
水
の
四
行
）
が
あ
り
、
さ
ら
に
人
相
に
よ
る
望

診
的
記
述
が
あ
り
、
臨
床
家
と
し
て
の
す
ご
さ
も
う
か
が
え
る
。

三
浦
梅
園
は
昌
益
よ
り
お
く
れ
て
こ
の
世
に
生
ま
れ
た
が
、
両
者
は

互
に
北
と
南
に
よ
っ
て
独
自
な
思
考
を
展
開
し
て
い
っ
た
。

『
玄
語
』
『
贄
語
』
『
敢
語
』
を
彼
の
三
語
と
い
う
が
、
「
贄
語
』
身
生
門

で
は
、
人
間
を
動
物
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
、
生
物
（
動
・
植
物
）
の

分
類
を
試
み
て
い
る
が
、
そ
れ
を
見
る
と
難
か
し
ぐ
、
未
完
の
域
を
で

て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
著
者
は
こ
れ
は
梅
園
の
学
者
と
し
て
の
真

蟄
な
面
を
見
る
も
の
だ
と
好
意
的
な
評
価
を
し
て
い
る
。
『
玄
語
』
の
中

の
「
保
持
奉
逢
図
」
に
は
、
精
・
気
・
神
の
パ
タ
ー
ン
が
示
さ
れ
て
い

る
か
ら
、
少
な
く
と
も
道
教
的
な
面
に
は
ふ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

著
者
は
梅
園
を
昌
益
の
よ
う
な
本
草
学
者
で
は
な
く
、
貝
原
益
軒
の
よ

う
な
博
物
学
者
で
も
な
い
が
、
一
人
の
哲
学
者
と
し
て
生
物
に
つ
い
て

細
か
い
考
察
を
重
ね
た
と
い
う
。
そ
の
分
類
は
全
く
独
自
で
あ
り
、
西

洋
的
な
分
類
と
は
遙
か
に
異
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
著
者
は
Ⅱ
の
部
で
、
江
戸
期
養
生
思
想
の
系
統
に
言
及
し
、

益
軒
・
香
月
牛
山
・
昌
益
・
梅
園
・
白
隠
禅
師
に
つ
い
て
分
析
し
て
い

る
。
養
生
思
想
は
自
ら
「
一
元
気
論
の
医
学
」
と
か
か
わ
り
を
も
つ
か

ら
内
容
・
程
度
の
差
は
あ
っ
て
も
比
較
検
討
す
る
こ
と
は
有
意
義
で
あ

る
。
益
軒
の
『
養
生
訓
」
は
飲
食
・
色
欲
・
睡
眠
の
三
欲
、
肉
食
を
慎

む
こ
と
を
第
一
と
し
て
、
道
教
の
養
生
術
と
一
歩
を
隔
し
、
以
後
、
養

生
思
想
の
主
流
と
な
っ
て
行
っ
た
か
ら
、
気
に
偏
し
た
と
い
う
道
教
的

な
養
生
術
は
必
ず
し
も
主
流
と
は
な
り
え
な
か
っ
た
と
の
べ
て
い
る
。

牛
山
言
老
人
必
用
養
草
」
）
は
益
軒
以
上
に
極
め
て
医
学
的
な
養
生
術
で

あ
り
、
臨
床
医
家
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
と
し
る
し
、
昌
益
は
益
軒
の

養
生
思
想
と
牛
山
の
医
学
的
な
養
生
論
、
お
よ
び
臨
床
医
学
を
兼
ね
た

も
の
で
あ
り
、
梅
園
（
薑
生
訓
』
）
は
、
道
教
的
な
養
生
術
と
は
異
な
り
、

益
軒
よ
り
、
よ
り
論
理
的
で
あ
る
と
し
、
さ
ら
に
白
隠
（
夛
船
閑
話
』
）

は
、
こ
れ
ら
の
中
で
最
も
道
教
的
養
生
思
想
を
展
開
し
て
い
っ
た
も
の

だ
と
著
者
は
い
っ
て
い
る
。

養
成
思
想
は
、
病
を
未
病
に
治
す
と
い
う
見
地
か
ら
い
え
ば
、
医
学

思
想
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
現
在
起
り
つ
つ
あ
る
老
人
社
会
問

題
、
福
祉
社
会
問
題
か
ら
も
切
り
は
な
す
こ
と
が
で
き
な
い
重
要
性
を

は
ら
ん
で
い
る
か
ら
、
こ
の
検
討
・
研
究
は
な
お
さ
ら
に
進
展
が
期
待

さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
本
書
は
昌
益
と
梅
園
と
い
う
難
解
か
つ
１
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ニ
ー
ク
な
二
大
思
想
家
を
医
学
的
な
観
点
か
ら
も
そ
の
視
野
に
と
ら
え

た
点
で
、
大
き
く
評
価
で
き
る
。
著
者
は
昌
益
研
究
の
有
数
の
権
威
者

で
あ
り
、
会
員
諸
氏
に
一
読
を
お
す
す
め
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
吉
元
昭
治
）

〔
甲
陽
書
房
、
東
京
都
千
代
田
区
神
保
町
二
’
一
○
、
電
話
○
三
’
三
二
六

一
’
二
二
六
○
、
平
成
四
年
十
月
刊
四
六
判
、
三
○
八
頁
、
定
価
三
八

六
三
円
〕

日
本
医
史
学
研
究
に
お
け
る
一
つ
の
目
的
は
、
学
術
そ
れ
自
体
の
生

成
発
展
や
影
響
関
係
を
究
明
す
る
事
、
そ
れ
に
関
わ
る
人
物
の
日
常
生

活
や
、
思
想
と
技
術
の
確
立
に
至
る
生
涯
、
地
域
的
展
開
を
背
景
に
し

た
師
弟
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
事
等
で
あ
ろ
う
。
幕
末
維
新
期
の
欧
米

諸
国
か
ら
の
学
術
の
導
入
と
定
着
の
観
点
か
ら
、
こ
の
変
革
期
を
生
き

た
医
学
関
係
者
の
自
伝
や
評
伝
が
意
義
深
い
所
以
で
あ
る
。

本
書
の
意
義
は
、
謙
斎
の
ベ
ル
リ
ン
留
学
中
の
五
年
余
（
明
治
三
年
十

二
月
ｌ
同
九
年
五
月
）
の
間
、
留
守
宅
に
お
き
た
長
男
誕
生
と
実
兄
・
義

父
・
妻
の
死
去
と
に
揺
れ
る
言
状
内
容
や
、
謙
斎
が
う
け
た
文
化
衝
撃

と
そ
の
文
化
変
容
、
お
よ
び
、
謙
斎
「
回
顧
録
」
に
見
え
る
医
学
修
業

期
の
姿
、
に
あ
り
、
長
与
專
斎
、
石
黒
忠
恵
等
に
比
し
て
、
声
高
に
語

ら
れ
な
か
っ
た
生
涯
の
自
覚
を
聞
き
取
る
こ
と
は
評
伝
に
関
心
を
も
っ

者
の
喜
び
で
あ
る
。
本
書
の
構
成
の
標
題
（
筆
者
）
を
示
せ
ば
、
次
の
通

高
崎
斐
子
他
編
「
明
治
天
皇
の
侍
医
池
田
謙
斎
」

り
で
あ
る
。

家
譜
・
口
絵
（
池
田
謙
斎
・
入
沢
家
・
入
沢
家
両
親
・
謙
斎
家
族
・
辞
令
）

序
文
（
大
鳥
蘭
三
郎
・
酒
井
シ
ヅ
）
、
プ
ロ
イ
セ
ン
よ
り
の
書
簡
（
池
田
謙

斎
）
、
池
田
謙
斎
あ
て
各
氏
書
簡
（
石
黒
忠
惠
・
岩
倉
具
視
・
大
山
巌
・
加

藤
弘
之
・
桂
太
郎
・
木
戸
孝
允
・
品
川
弥
二
郎
・
杉
孫
七
郎
・
高
木
兼
寛
・
外

山
正
一
・
中
江
篤
介
・
長
与
專
斎
・
長
谷
川
泰
・
浜
尾
新
・
土
方
久
元
・
福
地

源
一
郎
・
松
本
珪
太
郎
・
三
宅
秀
・
山
県
有
朋
）
、
回
顧
録
（
池
田
謙
斎
）
、

謙
斎
池
田
先
生
墓
碑
銘
（
入
沢
達
吉
）
、
池
田
男
爵
招
魂
碑
（
吉
原
義
雄
）
、

父
謙
斎
の
思
い
出
（
高
崎
斐
子
）
、
筆
の
ま
に
ま
に
（
高
崎
斐
子
）
、
久
子

物
語
（
入
沢
達
吉
）
、
池
田
謙
斎
一
（
堀
江
健
也
）
、
池
田
謙
斎
伝
補
遺
（
長

門
谷
洋
治
）
、
『
明
治
天
皇
記
』
の
な
か
の
池
田
謙
斎
、
賊
文
（
池
田
允
彦
．

安
部
恭
子
）
、
池
田
謙
斎
年
譜
。

謙
斎
生
涯
の
概
略
は
本
書
収
録
の
堀
江
健
也
、
長
門
谷
洋
治
両
氏
の

記
事
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
。
謙
斎
本
人
の
『
回
顧
録
」
は
明
治
三
四

年
、
六
一
歳
時
の
口
述
筆
記
に
基
づ
き
、
大
正
六
年
、
喜
寿
の
祝
い
で

親
戚
に
印
刷
頒
布
し
た
（
入
沢
達
吉
識
語
）
が
、
十
五
年
後
の
印
刷
に
際

し
訂
正
も
せ
ず
、
回
顧
録
特
有
の
記
憶
違
い
の
箇
所
も
残
っ
て
い
る
。

内
容
は
前
半
生
の
医
学
修
業
時
代
に
止
り
、
医
学
教
育
、
医
療
、
侍
医
、

軍
医
な
ど
の
明
治
期
の
諸
制
度
確
立
過
程
に
関
わ
る
記
述
は
少
な
い
。

本
稿
で
は
人
間
的
側
面
に
焦
点
を
あ
て
、
『
回
顧
録
」
と
「
プ
ロ
イ
セ
ン

よ
り
の
書
簡
」
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

『
回
顧
録
』
の
発
端
の
出
自
と
修
業
過
程
で
は
、
尊
皇
穰
夷
と
い
う
そ

の
時
代
特
有
の
若
者
の
思
想
と
行
動
と
が
示
さ
れ
て
興
味
深
い
。
例
え
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